








研究目的 

慢性甲状腺炎による甲状腺機能低下症の母親より生まれた新生児にみられる一過性甲状腺

機能低下症は 1960年 Sutherland らの報告以来1つの疾患概念として確立されて来た。本

症の病因は母親が有する TSH receptor blocking antibodes が経胎盤的に児に移行し,発症

させると考えられている。今回全国調査を行い母児の病態および児の予後について検討し

たので報告する。 


